
一
、
曲
直
瀬
玄
朔
の
思
想
の
史
的
分
析

こ
れ
に
は
養
父
の
初
代
曲
直
瀬
一
溪
道
三
（
一
五
○
七
’
九
四
）
の
思
想
的
変
遷
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

一
溪
道
三
が
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
に
七
十
八
歳
で
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
こ
と
は
お
そ
ら
く
真
実
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
日
本
側
の
文

献
は
な
い
が
、
フ
ロ
イ
ス
（
Ｃ
・
一
五
三
二
’
九
七
）
が
『
日
本
史
」
の
第
五
九
章
（
第
二
部
七
○
章
）
に
お
い
て
「
日
本
の
も
っ
と
も
優
れ
た
学

者
の
一
人
で
重
立
っ
た
医
師
で
あ
る
都
の
住
人
（
曲
直
瀬
）
道
三
の
改
宗
に
つ
い
て
」
の
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
（
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ

序
言

本
講
演
は
江
戸
時
代
の
京
都
に
お
け
る
医
の
倫
理
が
如
何
な
る
指
導
原
理
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
、
史
的
資
料
に
よ
り
述
べ
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
根
幹
を
曲
直
瀬
玄
朔
の
「
当
門
下
法
則
」
に
お
き
、
そ
の
殆
ん
ど
同
文
で
、
明
ら
か
に
玄
朔
の
「
法
則
」
に
根
拠
を
お

い
た
門
人
山
脇
玄
心
の
「
養
寿
院
医
則
」
が
、
大
き
く
江
戸
時
代
の
特
に
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
京
都
医
学
の
倫
理
に
絶
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
山
脇
家
に
は
全
国
か
ら
門
人
が
蛸
集
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
影
響
は
全
国
に
及
ん
だ
の

で
、
江
戸
時
代
の
日
本
の
医
の
倫
理
の
史
的
考
察
と
し
て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

会
長
講
演
江
戸
時
代
の
京
都
に
お
け
る
医
の
倫
理
の
史
的
考
察

守
屋
正
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ロ
イ
ス
日
本
史
』
５
、
一
七
八
。
ヘ
ー
ジ
よ
り
一
九
○
．
ヘ
ー
ジ
に
至
る
。
）

こ
れ
に
関
し
て
詳
述
は
避
け
る
が
、
府
内
の
学
院
の
上
長
ベ
ル
シ
ョ
ー
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
が
奇
病
に
か
か
り
、
そ
れ
を
治
療
す
べ
く

京
都
に
来
た
り
、
一
溪
道
三
に
よ
り
治
癒
し
、
道
三
は
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
精
神
的
影
響
を
受
け
た
。
つ
ま
り
曽
っ
て
相
国
寺
に
あ
っ
て
、
仏
教

的
に
医
の
倫
理
を
求
め
る
の
に
熱
心
で
あ
っ
た
一
溪
道
三
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
自
分
の
求
め
て
い
た
医
の
倫
理
を
見
付
け
て
、
感
動
し
、
当
時

在
洛
の
神
父
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
に
よ
り
洗
礼
を
受
け
、
霊
名
を
尋
へ
ル
シ
ョ
ー
ル
と
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
溪
道
三
の
入
信
は
彼
の
多
く
の
門
弟
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
当
時
受
洗
す
る
弟
子
が
あ
ま
り
多
か
っ
た
た
め
、
儀
式
用
の
道
具
が
不

足
し
た
記
録
が
の
こ
っ
て
い
る
。
一
溪
道
三
は
あ
ま
り
に
キ
リ
ス
ト
教
に
熱
心
で
あ
っ
た
の
で
、
彼
は
法
印
の
身
で
あ
っ
た
の
で
正
親
町
天
皇

か
ら
、
あ
ま
り
教
会
に
関
係
し
な
い
よ
う
に
注
意
さ
れ
て
い
る
。

一
溪
道
三
が
容
易
に
受
洗
し
た
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
倫
理
性
が
、
医
の
倫
理
に
理
想
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
重
要
な
原
因
で
あ
ろ
う
が
、

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
が
ゴ
ァ
生
ま
れ
の
イ
ン
ド
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
入
信
の
抵
抗
が
日
本
人
と
し
て
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
一
溪

道
三
は
文
禄
三
年
正
月
八
十
八
歳
で
没
し
、
墓
は
京
都
寺
町
通
今
出
川
上
ル
十
念
寺
に
あ
り
、
法
名
は
宝
智
院
誓
誉
永
順
で
あ
る
の
で
、
キ
リ

シ
タ
ン
に
な
り
切
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
が
、
彼
は
法
印
で
あ
っ
た
の
で
仏
寺
に
葬
ら
れ
た
の
で
、
檀
家
制
度
の
な
か
っ
た
こ
の
時
代

に
は
思
想
は
比
較
的
自
由
で
あ
っ
た
も
の
と
思
う
。

二
、
玄
朔
に
及
ぼ
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響

曲
直
瀬
玄
朔
道
三
（
一
五
四
九
’
一
六
一
三
）
は
二
代
目
で
一
溪
道
三
の
妹
の
子
で
養
子
で
あ
る
が
、
彼
は
一
溪
道
三
が
受
洗
し
た
時
は
三
十

六
歳
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
最
も
油
の
乗
り
切
っ
た
年
齢
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
に
養
父
の
一
溪
道
三
が
受
洗
し
、
門
人
多
数
が
入
信
し
た
の

で
、
玄
朔
も
受
洗
し
な
か
っ
た
と
は
申
せ
な
い
。
確
か
な
史
料
が
な
い
だ
け
で
あ
る
。
熱
心
な
キ
リ
シ
タ
ン
か
、
キ
リ
ス
ト
教
の
理
解
者
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
彼
の
生
涯
の
大
部
分
は
、
日
本
歴
史
上
最
も
キ
リ
ス
ト
教
の
盛
ん
で
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
概
説
す
る
と
、
天
正

、
』９
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少
年
使
節
が
ヴ
ァ
リ
ニ
ア
ー
ノ
に
率
い
ら
れ
て
帰
国
し
、
秀
吉
に
京
都
で
謁
見
し
た
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
年
）
は
玄
朔
四
十
三
歳
の
時
で
あ

る
。
当
時
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
風
俗
は
秀
吉
以
下
が
愛
好
し
、
秀
吉
は
牛
肉
を
食
べ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
風
の
洋
服
を
着
用
し
、
多
く
の
武
士
た
ち
に
も

ポ
ル
ト
ガ
ル
風
が
流
行
し
た
。
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
に
は
京
都
に
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
会
の
教
会
が
建
立
さ
れ
、
聖
ア
ソ
ナ
、
聖
ヨ
セ
フ
両
病
院

が
現
在
の
堀
川
通
四
条
下
る
西
入
（
綾
小
路
通
と
岩
上
通
を
中
心
と
し
た
妙
満
寺
跡
地
）
に
建
築
さ
れ
、
多
く
の
病
人
を
収
容
し
た
。
玄
朔
は
こ
の

時
四
十
六
歳
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
救
貧
、
救
病
事
業
を
目
撃
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
頃
よ
り
少
年
使
節
の
将
来
し
た
印
刷
器
に
よ
り
、
『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
の
内
抜
害
』
、
『
ド
チ
リ
ィ
ナ
・
キ

リ
シ
タ
ン
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
の
印
刷
物
が
続
ぞ
く
と
刊
行
さ
れ
た
。
当
時
の
最
も
イ
ン
テ
リ
階
級
と
し
て
の
医
師
は

こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
刊
行
物
を
読
む
機
会
は
極
め
て
多
か
っ
た
と
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
を
中
心
と
し
た
西
洋
文

化
・
文
明
は
想
像
以
上
に
日
本
に
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
は
現
存
す
る
造
品
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
一
端
が
想
像
出
来
る
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
を
中
心
と
し
た
二
十
六
聖
人
の
殉
教
（
一
五
九
七
）
は
玄
朔
四
十
九
歳
で
、
こ
れ
は
当
時
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
相
当
の
動
揺
を

与
え
た
に
違
い
な
い
。
翌
年
秀
吉
死
去
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
は
再
び
寛
大
と
な
っ
た
。
慶
長
五
年
（
ニ
ハ
○
○
）
の
関
ヶ
原
の
合
戦
の
際

は
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
が
両
陣
営
に
二
十
名
も
お
り
、
信
者
数
は
当
時
全
国
で
七
十
五
万
人
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も
、
如
何
に
キ
リ
ス

ト
教
が
日
本
の
上
下
に
浸
透
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
（
現
在
の
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
五
十
万
人
で
あ
る
。
）

慶
長
六
年
（
ニ
ハ
○
一
）
に
は
京
都
下
京
に
教
会
が
再
興
さ
れ
て
い
る
。
玄
朔
五
十
三
歳
で
あ
る
。
（
そ
の
前
年
オ
ラ
ン
ダ
船
リ
ー
フ
デ
号
が
豊
後

に
漂
着
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
）

三
、
カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ
ラ
の
来
日
と
そ
の
影
響

前
項
と
関
連
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
私
は
カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ
ラ
が
来
日
し
（
慶
長
七
年
）
、
京
都
に
慶
長
十
年
（
ニ
ハ
○
五
）
以
来
在
住
し
た

影
響
は
当
時
の
学
問
愛
好
者
に
対
し
て
無
視
で
き
な
い
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
う
。
こ
れ
は
カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ
ラ
に
限
ら
ず
そ
の
他
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私
は
彼
の
来
日
の
経
緯
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
一
五
三
四
年
に
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
デ
・
ロ
ョ
ラ
（
一
四
九

一
’
一
五
五
六
）
に
よ
り
創
設
さ
れ
、
日
本
に
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
に
来
日
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
も
そ
の
創

設
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
も
と
も
と
ル
タ
ー
や
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
宗
教
改
革
に
刺
激
さ
れ
て
パ
リ
で
結
成
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の

修
道
会
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
五
四
○
年
に
法
王
パ
ウ
ル
ス
三
世
に
よ
り
認
可
さ
れ
、
教
会
の
内
的
改
革
、
異
端
撲
滅
、
異
教
世
界
へ
の
伝
道
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
、
軍
隊
組
織
の
用
語
を
用
い
戒
律
の
極
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ
ラ
の
来
日
の
模
様
を
知
れ
ば
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
本
質
が
わ
か
り
、
彼
の
来
日
迄
の
辛
酸
が
天
平
時
代
の
鑑
真
和
上
の
辛
酸

に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
当
日
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
聖
職
者
が
文
字
通
り
身
命
を
賭
し
て
宗
教
の
た
め
に
、
布
教
の
た
め
に

来
日
し
た
こ
と
を
十
分
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

話
は
梢
々
脱
線
す
る
が
、
日
本
の
歴
史
に
外
来
文
化
の
渡
来
の
大
き
な
歴
史
が
三
回
あ
る
。
第
一
回
は
晴
唐
を
中
心
と
し
た
中
国
文
化
の
渡

来
で
、
第
二
回
目
は
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
と
西
欧
文
化
の
渡
来
で
あ
る
。
第
三
回
は
江
戸
時
代
中
期
以
来
の
蘭
学
の
渡
来
が
あ
る
が
、
本
格
的

に
は
明
治
初
期
よ
り
の
欧
米
文
化
の
渡
来
で
あ
る
。
こ
の
内
第
一
回
と
第
三
回
は
成
功
し
、
日
本
の
文
化
を
一
変
し
た
。
第
二
回
は
徳
川
幕
府

の
徹
底
的
弾
圧
に
よ
り
壊
滅
し
た
。
第
二
回
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
主
と
し
て
）
文
化
の
影
響
は
当
時
の
外
来
語
な
ど
に
少
な
か
ら
ず
残
っ
て
い
る

が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
弾
圧
は
徹
底
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
時
代
が
九
十
年
も
続
い
た
こ
と
は
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
歴
史
上
決
し
て
短
い
時
期
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

の
神
父
な
ど
の
聖
職
者
も
影
響
し
て
い
る
と
思
う
が
、
彼
の
京
都
の
イ
ン
テ
リ
に
与
え
た
影
響
は
甚
大
と
想
像
す
る
の
で
、
こ
こ
に
一
項
を
設

け
て
、
彼
の
行
動
を
梢
々
詳
細
に
述
べ
て
み
た
い
。

カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ
ラ
（
一
五
六
四
’
一
六
二
二
）
は
北
イ
タ
リ
ア
の
名
門
タ
ッ
サ
ロ
伯
の
子
で
、
ナ
ポ
リ
の
コ
レ
ジ
ョ
で
哲
学
（
医
学
は
哲
学
の

中
に
含
ま
れ
て
い
た
）
を
、
ロ
ー
マ
の
コ
レ
ジ
オ
で
天
文
学
と
数
学
を
学
ん
だ
碩
学
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
で
は
特
に
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
を
編
纂
し
た

ク
リ
ス
ト
フ
ス
・
ク
ラ
ウ
ィ
ス
に
師
事
し
た
。
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キ
リ
シ
タ
ン
は
政
治
的
理
由
の
弾
圧
に
よ
り
撲
滅
さ
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
人
は
当
然
の
史
実
と
思
っ
て
い
る
が
、
世
界
史
上
で
は
稀
有
の
現

象
で
あ
る
。
ブ
ス
（
Ｃ
・
二
二
七
○
’
一
四
一
五
）
、
サ
ウ
フ
ォ
ナ
ロ
ー
ナ
（
一
四
五
二
’
九
八
）
、
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
（
一
五
四
八
ｌ
ヱ
ハ

○
○
）
な
ど
の
殉
教
は
全
て
宗
教
的
理
由
の
殉
教
で
あ
る
が
、
日
本
の
殉
教
は
全
て
政
治
的
理
由
に
よ
る
。
ロ
ー
マ
の
殉
教
も
多
分
に
政
治
的

理
由
で
あ
っ
た
が
、
遂
に
，
コ
ソ
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
（
一
三
三
）
に
よ
り
公
認
宗
教
の
一
つ
と
さ
れ
た
。

ま
た
日
本
で
何
故
キ
リ
ス
ト
教
が
歓
迎
せ
ら
れ
た
か
も
こ
の
時
代
を
理
解
す
る
た
め
に
一
応
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
簡
述
す
る
。
当

時
日
本
は
政
治
的
変
動
期
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
時
代
か
ら
日
本
の
民
衆
の
も
つ
宗
教
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
漸
次
頂
点
に
達
し
、
室
町
期
の
一
向
一
摸

は
特
に
劇
烈
で
、
加
賀
で
は
一
世
紀
に
わ
た
り
一
向
宗
独
裁
時
代
が
出
現
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
民
衆
は
激
し
い
転
換
の
時
期
に
は
強
い
生
活
の

原
理
を
切
望
す
る
。
一
向
宗
は
も
と
も
と
多
神
教
で
あ
る
仏
教
の
一
宗
派
で
あ
る
が
、
極
め
て
一
神
教
的
な
性
格
を
持
つ
。
こ
の
宗
教
の
形
態

は
単
一
神
教
（
ヘ
ノ
セ
イ
ズ
ム
）
で
あ
る
。
そ
こ
へ
純
粋
の
一
神
教
（
モ
ノ
セ
ィ
ズ
ム
）
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
来
し
た
。
し
か
も
下
層
階

級
の
人
権
を
認
め
、
特
に
当
時
無
価
値
に
等
し
い
女
性
の
権
利
を
認
め
、
こ
れ
を
積
極
的
に
保
護
し
、
救
貧
、
救
病
の
愛
の
精
神
を
実
施
し
、

布
教
し
た
の
で
、
忽
ち
大
衆
の
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
伝
来
、
そ
の
貿
易
の
利
益
も
多
く
西
国
大
名
が
歓
迎
し
、

キ
リ
ス
ト
教
を
保
護
す
る
の
に
役
立
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
で
の
伝
播
は
こ
う
し
た
諸
因
子
の
集
合
に
よ
る
も
の
一
で
あ
る
が
、
特
に
優
秀
な
聖
職
者
が
来
日
し
た
こ
と
も
大
切
な
こ

と
で
あ
る
。
上
記
の
カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ
ラ
の
来
日
な
ど
は
特
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ
ラ
は
一
五
九
五
年
ジ
ェ
ノ
ア
を
出
帆
し
、
一
度
船
が
難
破
し
て
家
に
帰
り
、
再
び
家
人
の
引
き
止
め
る
の
を
ふ
り
切
っ

て
、
リ
ス
ボ
ン
か
ら
一
五
九
五
年
出
帆
し
、
途
中
難
破
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
漂
着
し
、
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
に
享
捕
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
に
連
行

さ
れ
、
再
び
苦
心
し
て
遂
に
リ
ス
ボ
ン
か
ら
来
日
し
た
人
で
、
実
に
七
カ
年
を
要
し
て
い
る
。
こ
の
執
念
、
こ
の
宗
教
的
熱
意
は
現
代
の
わ
れ

わ
れ
の
到
底
想
像
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
無
神
論
者
と
い
わ
れ
て
い
る
現
代
の
日
本
人
は
こ
の
時
代
の
歴
史
を
考
え
る
の
に
、
想
像
以
上
の

想
像
を
も
っ
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ
ラ
は
慶
長
十
年
（
一
六
○
五
）
に
京
都
に
七
年
間
住
象
、
そ
の
間
に
教
会
内
に
附
属
の
ア
カ
デ
ミ
ア
を
設
立
し
て
数
学
を
講

義
し
た
。
彼
は
後
陽
成
天
皇
や
将
軍
秀
忠
や
諸
大
名
に
も
西
洋
の
知
識
を
教
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
碩
学
が
七
年
間
在
洛
し
た

間
に
玄
朔
と
無
関
係
で
あ
っ
た
筈
が
な
い
と
、
私
は
想
像
す
る
。

勿
論
典
型
的
な
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
高
山
右
近
、
内
藤
如
安
な
ど
の
影
響
も
無
視
で
き
な
い
し
、
皇
弟
八
条
宮
の
典
医
本
郷
意
伯
（
寛
永
十
年

八
一
六
三
四
Ｖ
に
逮
捕
）
や
宮
の
妃
も
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
京
極
高
知
の
娘
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
宮
中
の
奥
や
幕
府
の
大
奥
（
じ
ゆ
り
あ
・
お
た
あ

は
有
名
）
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
は
浸
透
し
て
い
た
。

刊
行
物
も
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
○
）
に
京
都
で
『
こ
ん
て
む
つ
す
・
む
ん
地
』
が
刊
行
さ
れ
、
現
存
し
て
い
る
。
「
新
約
聖
書
』
の
完
訳
も

慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
京
都
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

ミ
ゲ
ル
・
ミ
ノ
エ
ス
（
美

こ
れ
よ
り
先
、
元
和
一
一

す
。
（
こ
こ
で
は
説
明
の
便
一

延
寿
院
医
則
十
七
カ
条

四
、
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
教
と
延
寿
院
医
則
の
発
表

慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
に
幕
府
は
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
教
し
、
教
会
を
破
壊
し
、
高
山
右
近
ら
を
国
外
追
放
し
た
。
カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ
ラ
は

慶
長
十
七
年
に
長
崎
に
行
き
、
長
崎
で
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
逮
捕
監
禁
さ
れ
た
。
彼
は
四
年
間
大
村
の
牢
に
入
り
、
辛
酸
を
嘗
め
て
、
元
和

八
年
（
一
六
一
三
）
に
長
崎
の
大
殉
教
の
際
五
十
五
名
と
と
も
に
火
刑
に
処
せ
ら
れ
殉
教
し
た
。
禁
教
後
日
本
を
追
放
さ
れ
、
そ
の
後
徒
歩
で
エ

ル
サ
レ
ム
に
行
き
ロ
ー
マ
で
神
父
と
な
り
、
帰
国
後
殉
教
し
た
・
ヘ
ト
ロ
岐
部
、
ま
た
海
路
ロ
ー
マ
に
行
き
神
父
と
な
り
、
帰
国
途
中
客
死
し
た

ミ
ゲ
ル
・
ミ
ノ
エ
ス
（
美
濃
の
人
）
の
信
仰
の
強
さ
を
銘
記
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
玄
朔
六
十
九
歳
の
時
、
彼
は
延
寿
院
の
医
則
を
十
七
ヵ
条
に
し
て
発
表
し
た
。
以
下
そ
れ
を
記
る

す
。
（
こ
こ
で
は
説
明
の
便
宜
上
、
一
連
番
号
を
付
し
、
且
つ
読
象
や
す
い
現
代
文
と
し
、
「
延
寿
院
医
則
十
七
カ
条
」
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
）

一
、
す
べ
て
神
仏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
正
し
い
道
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（13）155



十
三
、
他
医
（

十
四
、
自
分
，

十
五
、
婦
人
（

な
ら
な
い
。

十
一
、
あ
な
た
は
利
欲
を
む
さ
ぼ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
む
り
に
有
名
に
な
ろ
う
と
し
て
は
な
ら
ぬ
。
治
療
の
謝
礼
を
も
っ
て
来
な
い
病
人
が
あ
っ

て
も
、
こ
れ
を
と
が
め
た
り
叱
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。

十
二
、
治
療
が
う
ま
く
行
か
な
い
た
め
そ
の
病
人
が
他
の
医
者
の
薬
を
も
ら
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
あ
な
た
は
悪
く
と
っ
て
は
な
ら
な

二
、
人
々
に
慈
愛
親
切
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
医
学
を
教
え
る
こ
と
は
選
ば
れ
た
人
々
に
限
定
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

四
、
口
伝
え
に
教
え
ら
れ
た
治
療
法
に
つ
い
て
は
、
許
可
な
く
し
て
み
だ
り
に
口
授
し
て
は
な
ら
な
い
。

五
、
あ
な
た
方
は
こ
の
門
流
に
属
し
て
い
な
い
医
者
た
ち
と
合
盟
提
携
し
て
は
な
ら
な
い
。

六
、
わ
が
門
流
の
後
継
者
及
び
子
孫
は
す
べ
て
師
の
方
法
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

七
、
も
し
門
下
の
者
が
医
業
を
や
め
た
り
或
は
そ
の
後
継
者
の
無
い
場
合
に
は
、
家
伝
の
書
籍
は
す
べ
て
延
寿
院
に
返
還
す
る
も
の
と
す
。

八
、
殺
生
を
し
て
は
な
ら
ぬ
。
ま
た
猟
や
魚
釣
を
好
ん
で
は
な
ら
ぬ
。

九
、
毒
薬
に
つ
い
て
は
医
書
に
は
見
ら
れ
る
が
、
本
門
で
は
先
師
以
来
こ
れ
に
つ
い
て
の
伝
授
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
他
の
医
者
か
ら
毒

薬
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。
堕
胎
の
薬
を
伝
え
る
も
の
も
あ
る
が
決
し
て
施
し
て
は
な
ら
な
い
。

十
、
あ
な
た
は
好
ま
し
く
な
い
病
人
を
も
つ
と
め
て
そ
の
苦
し
み
か
ら
救
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
人
々
に
わ
か
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
徳
の
高
い
行

動
を
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

い
○

他
医
の
あ
ら
や
欠
点
を
し
や
く
っ
て
は
な
ら
な
い
。

自
分
と
い
う
も
の
を
よ
く
反
省
し
修
養
を
お
こ
た
っ
て
は
な
ら
な
い
。

婦
人
の
室
に
於
て
見
聞
し
た
こ
と
は
善
悪
に
か
か
わ
ら
ず
し
や
く
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
婦
人
診
察
中
に
み
だ
ら
な
心
を
起
し
て
は
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十
六
、
薬
剤
調
合
や
医
書
講
義
の
際
に
見
聞
し
た
こ
と
は
善
悪
に
か
か
わ
ら
ず
口
外
し
て
は
な
ら
な
い
。

十
七
、
贄
沢
を
好
ん
で
は
な
ら
ぬ
。
も
し
そ
う
い
う
生
活
を
好
む
な
ら
ば
そ
の
心
は
ま
す
ま
す
負
欲
に
な
り
慈
愛
親
切
の
道
を
ふ
み
は
ず
す
も

の
で
あ
る
。
つ
と
め
て
倹
約
を
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

右
十
七
カ
条
並
に
学
寮
の
法
度
を
も
し
違
背
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
門
下
の
籍
か
ら
除
名
し
、
更
に
重
科
の
者
に
対
し
て
は
も
つ
と
懲
罰
は
重

と
い
う
ま
こ
と
に
厳
格
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
元
和
三
年
は
禁
教
会
が
発
令
さ
れ
て
三
年
目
で
あ
る
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
物
情
は
騒
然
と
し
、
聖
職
者
や
キ
リ

シ
タ
ン
は
次
つ
ぎ
と
捕
縛
さ
れ
、
宣
教
は
全
く
不
能
と
な
っ
た
。
玄
朔
も
六
十
九
歳
で
は
最
晩
年
に
入
り
、
彼
と
し
て
も
多
年
考
え
て
き
た
医

の
倫
理
を
ま
と
め
て
後
生
に
残
し
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
十
七
カ
条
に
多
分
に
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
後
に
詳
述
す
る
が
、
全
て
が
キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
で
は
な
い
。
そ
れ

右
定
め
置
か
れ
た
る
法
則
は
よ
ろ
し
く
そ
の
旨
を
謹
持
す
べ
し
、
も
し
違
背
せ
し
め
ら
れ
る
者
に
於
て
は
、
医
道
の
冥
加
有
る
べ
か
ら
ず
、

薬
師
如
来
十
二
神
将
日
本
国
中
大
小
神
祗
殊
に
生
縁
の
氏
神
冥
鑑
有
る
べ
か
ら
ず
価
っ
て
誓
詞
件
の
如
し
。

元
和
三
年
丁
巳
五
月
吉
旦
延
寿
院
玄
朔
（
花
押
）

右
の
条
々
、
違
背
せ
し
む
る
に
於
て
は
、
其
の
籍
を
削
ら
る
く
し
、
猶
以
て
医
道
の
冥
加
之
れ
有
る
可
か
ら
ざ
る
者
也
。

く
な
る
で
あ
ろ
う
。

元
和
三
年
丁
巳
孟
夏

学
寮
門
弟
在
判

鈴
木
貞
庵
道
珠
⑳

和
計
三
桃
子
⑳

門
弟
在
判
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五
、
延
寿
院
医
則
の
そ
の
後
の
発
展

玄
朔
の
門
人
に
山
脇
玄
心
（
一
五
九
三
’
一
六
七
八
）
が
い
た
。
東
洋
の
養
祖
父
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
医
則
を
も
と
に
し
て
、
「
養
寿
院
医
則
」

を
作
っ
た
。
こ
れ
が
代
食
山
脇
家
に
伝
わ
っ
た
。
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
の
山
脇
東
洋
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
東
洋
の
孫
、
東
海
の
も
の

が
私
の
手
許
に
そ
の
写
し
が
あ
る
が
、
全
く
玄
心
の
も
の
と
同
文
で
あ
る
。
左
に
養
寿
院
医
則
を
掲
げ
る
。
（
一
連
番
号
を
付
し
、
延
寿
院
医
則
と

同
文
の
も
の
は
同
文
と
す
る
。
）

よ
り
も
こ
の
十
七
カ
条
に
は
宗
教
的
な
匂
い
が
殆
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
、
敢
え
て
申
す
と
、
第
一
条
に

「
神
仏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
正
し
い
道
」
と
い
う
項
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
玄
朔
の
真
意
か
、
そ
れ
と
も
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
後
の
一
種
の
カ
モ
フ

ラ
ー
ジ
ュ
か
に
わ
か
に
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
の
一
カ
条
を
入
れ
る
こ
と
は
当
時
安
全
な
道
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
同
様
の
こ

と
は
第
八
条
で
は
殺
生
を
禁
じ
て
い
る
。
こ
れ
も
一
般
倫
理
で
あ
る
が
医
の
倫
理
と
は
少
し
一
一
ユ
ア
ン
ス
が
異
な
る
。
し
か
も
こ
の
思
想
は
明

ら
か
に
仏
教
思
想
で
あ
り
、
日
本
古
来
の
思
想
で
あ
る
。
玄
朔
は
こ
う
し
た
点
に
も
細
か
い
神
経
を
使
っ
て
い
る
。
殊
に
門
弟
一
同
に
よ
る

「
薬
師
如
来
十
二
神
将
日
本
国
中
大
小
神
祗
殊
に
生
縁
の
氏
神
」
の
文
字
に
至
っ
て
は
、
玄
朔
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
影
響
が
こ
の
十
七
カ
条
に
含

ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
く
ど
い
ほ
ど
述
べ
て
い
る
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
。
私
に
は
玄
朔
は
。
ヘ
ト
ロ
岐
部
、
ミ
ゲ
ル
・
ミ
ノ
ェ
ス
、
そ
の
他
の

殉
教
者
の
如
く
熱
烈
な
キ
リ
シ
タ
ン
で
な
く
、
進
歩
的
な
イ
ン
テ
リ
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
、
儒
教
な
ど
の
宗
教
の
人
類
的
な
普
遍
性
を

も
つ
思
想
の
持
ち
主
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
断
定
は
む
ず
か
し
い
が
、
彼
が
デ
ウ
ス
を
唯
一
の
神
と
し
て
身
命
を
堵

し
て
も
信
じ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
極
め
て
優
れ
た
倫
理
性
は
認
め
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
玄
朔
は
江
戸
麻
布
祥
雲

寺
に
葬
ら
れ
た
。
）

養
寿
院
医
則
十
七
カ
条

一
、
（
二
が
一
と
順
序
が
変
《

（
二
が
一
と
順
序
が
変
っ
て
い
る
）
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十
三
、
自
己
の
保
養
を
慎
ん
で
壮
健
な
る
べ
き
事
（
漢
文
で
は
延
寿
院
医
則
と
は
略
同
意
で
あ
る
。
）

十
四
、
同
文
で
あ
る
が
、
後
段
の
「
ま
た
婦
人
診
療
中
に
み
だ
ら
な
心
を
起
し
て
は
な
ら
な
い
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

十
五
、
「
薬
剤
調
和
或
議
論
講
談
の
節
は
安
静
に
し
て
浮
躁
な
る
べ
か
ら
ず
尤
異
事
あ
り
と
も
驚
動
す
べ
か
ら
ざ
る
事
」
と
な
っ
て
い
る
。

十
六
、
同
文
。
十
七
、
延
寿
院
医
則
の
八
と
同
文
。

以
上
が
山
脇
玄
心
が
延
寿
院
医
則
を
基
と
し
て
作
っ
た
医
則
で
、
こ
れ
は
代
々
山
脇
家
に
伝
わ
り
、
京
都
は
勿
論
、
ひ
ろ
く
全
国
に
亘
っ
た

山
脇
社
中
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

十
、
十
一
、
十
二
、
同
文
。

九
、
同
文
で
あ
る
が
本
文
を
書
く
。
「
怨
讐
の
人
た
り
と
も
治
を
施
す
に
臨
ん
で
は
救
苦
の
心
を
第
一
と
し
て
他
念
を
起
す
べ
か
ら
ざ
る
事
」

八
、
殺
生
を
禁
じ
た
項
は
十
七
に
ま
わ
し
、
九
が
八
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
順
番
が
一
つ
づ
つ
違
う
。
従
っ
て
八
と
九
と
同
文
。
堕
胎
を
禁
じ

三
、
四
、
五
、
六
、
七
は
全
て
同
文
。

二
、
平
生
忠
信
正
直
に
し
て
邪
路
に
趣
く
べ
か
ら
ざ
る
事
（
「
神
仏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
順
序
は
一
と
二
と
変
更
）

「
山
上
の
垂
訓
」
が
樺

に
解
説
を
試
象
よ
う
。

第
二
条
の
慈
愛
は
ミ
ゼ
ル
コ
ル
ジ
ァ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
真
髄
で
あ
る
。
第
九
条
の
堕
胎
を
禁
じ
た
項
は
当
時
と
し
て
最
も
注
目
す
べ
き
項

六
、
延
寿
院
医
則
の
考
察

こ
の
考
察
の
一
部
は
既
述
し
た
が
、
こ
の
医
則
に
多
分
に
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

玄
朔
は
当
時
キ
リ
ス
ト
教
の
各
種
の
刊
行
物
を
読
ん
で
い
た
と
思
う
が
、
京
都
で
は
マ
タ
イ
伝
が
翻
訳
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
の
で
、

山
上
の
垂
訓
」
が
従
来
の
仏
教
な
ど
の
日
本
に
あ
っ
た
宗
教
思
想
に
な
く
、
最
も
普
遍
的
に
人
間
を
感
動
さ
す
も
の
な
の
で
、
こ
れ
を
中
心

て
い
る
こ
と
に
注
意
。
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七
、
キ
リ
ス
ト
教
と
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
「
誓
」
と
の
関
係

こ
こ
で
さ
ら
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
に
わ
れ
わ
れ
は
逢
着
す
る
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
医
の
倫
理
が
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
影
響

を
大
き
く
受
け
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
衆
知
の
如
く
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
は
ア
ラ
ビ
ア
を
経
て
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
っ
た
。
勿
論
一
部
は
ギ
リ
シ

ア
か
ら
直
接
ビ
ザ
ン
チ
ン
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
に
伝
っ
て
い
る
。
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
「
誓
」
は
中
世
末
期
頃
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ギ
リ
シ
ア

の
神
為
の
名
の
代
り
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
名
に
お
い
て
誓
言
さ
れ
、
そ
の
前
に
ア
ラ
ビ
ア
で
は
ア
ッ
ラ
ー
の
名
に
お
い
て
誓
い
を
立
て
ら

れ
て
い
る
。
玄
朔
は
ス
ピ
ノ
ラ
か
ら
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
「
誓
」
を
キ
リ
ス
ト
教
の
医
の
倫
理
と
し
て
教
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
う
。

私
は
こ
こ
に
一
つ
の
実
例
と
し
て
十
二
世
紀
の
ビ
ザ
ン
チ
ン
時
代
の
古
写
本
を
こ
の
問
題
の
解
説
の
一
助
と
し
よ
う
。
こ
の
古
写
本
は
今
は

ヴ
ァ
チ
カ
ン
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ロ
ゞ
ヘ
ル
ト
・
マ
ル
。
コ
ッ
タ
著
の
『
図
説
医
学
の
歴
史
』
に
挿
絵
と
し
て
掲
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ

目
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
は
後
年
三
回
に
亘
り
堕
胎
（
間
引
き
）
の
禁
令
を
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
人
口
政
策
に
よ
る
も
の
で
倫
理
的
な
も
の

で
は
な
い
。
延
寿
院
医
則
の
こ
の
項
は
毒
物
の
禁
止
と
と
も
に
明
ら
か
に
医
の
倫
理
よ
り
出
て
い
る
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
精
神
で
あ
る
。
第

十
条
は
愛
敵
精
神
で
ア
ガ
。
ヘ
ー
の
愛
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
後
段
は
「
右
の
手
の
し
た
こ
と
を
左
の
手
に
知
ら
す
な
」
の
精
神
で
あ
る
。
第

十
一
条
も
「
幸
い
な
る
か
な
、
心
の
貧
し
き
者
」
そ
の
他
の
キ
リ
ス
ト
教
精
神
で
あ
る
。
第
十
三
条
（
第
十
二
条
も
含
む
）
は
「
汝
等
も
し
人
の

過
失
を
免
さ
ば
…
…
」
の
思
想
で
あ
る
。
第
十
五
条
は
「
す
べ
て
色
情
を
い
だ
き
て
、
女
を
見
る
も
の
は
、
既
に
心
の
う
ち
に
姦
淫
し
た
る
な

り
」
の
思
想
で
、
当
時
と
し
て
婦
人
の
権
利
を
認
め
、
一
夫
一
婦
制
を
厳
守
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
重
要
な
思
想
で
、
従
来
の
日
本
に
は
な
か
つ

つ
か

た
思
想
で
あ
る
。
第
十
七
条
は
「
汝
ら
神
と
富
と
に
兼
事
う
る
こ
と
能
わ
ず
…
…
何
を
着
ん
と
体
の
こ
と
を
思
い
煩
う
な
」
の
思
想
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
察
す
る
と
、
玄
朔
は
イ
エ
ス
を
治
癒
神
と
糸
た
キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
に
影
響
は
受
け
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
多
分
に
キ

リ
ス
ト
教
の
倫
理
を
こ
の
医
則
に
盛
り
込
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
碩
学
カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ
ラ
ら
の
大
き
な
影
響
で
は
な
か
つ

た
か
と
思
月
／
の
で
あ
る
。
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れ
を
判
読
す
る
と
、
そ
の
形
が
十
字
架
に
な
っ
て
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
そ
の
第
一
行
目
は
現
代
文

に
直
す
と
、
《
⑳
自
弄
司
呂
蒜
員
匙
昌
亡
《
苛
司
。
喬
冒
司
。
こ
。
胃
。
造
．
霊
息
》
弓
（
ヒ
シ
ポ
ク
ラ
テ
ー
ス
の
誓
い
の
ま
ま
を
し
る
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
…
・
・
・
）

、
、
や

と
書
い
て
あ
る
。
即
ち
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
「
誓
」
と
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
が
明
瞭
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
文
に
は
ア
ポ
ロ
ン
や
ア
ス
ク

レ
オ
ピ
オ
ス
の
ギ
リ
シ
ャ
の
神
灸
の
名
は
な
く
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
略
字
と
思
わ
れ
る
も
の
が
は
じ
め
の
所
に
書
い
て
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
書
か
れ
て
い
る
順
序
が
、
毒
物
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
堕
胎
の
器
具
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
は
じ
め
の
方
に
書
か
れ
て
い

る
。
ま
た
謝
金
（
ミ
ミ
ｇ
）
と
い
う
と
こ
ろ
を
悪
意
含
言
喧
ｇ
）
と
い
う
文
字
に
替
え
て
い
る
。
こ
れ
は
い
か
に
も
宗
教
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
「
誓
」
で
わ
れ
わ
れ
に
も
違
和
感
を
感
じ
さ
せ
る
（
そ
の
た
め
に
エ
ー
デ
ル
ス
テ
ン
は
こ
れ
を
ピ
ュ
タ
ゞ
コ
ラ
ス
派
の
作
と
主
張

し
て
い
る
）
砕
石
術
の
項
目
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
「
誓
」
の
中
の
多
く
の
項
目
、
「
神
々
に
誓
う
」
こ
と
、
「
門
弟
に
の
ゑ
こ
の
術
を
教
え
伝
え
る
」
こ
と
、
「
毒
物

を
与
え
ず
、
堕
胎
を
禁
ず
」
こ
と
、
「
病
者
を
助
く
る
を
旨
と
し
、
他
の
よ
こ
し
ま
な
意
図
を
お
こ
さ
ぬ
」
こ
と
、
殊
に
「
色
情
よ
り
遠
ざ
か

る
」
こ
と
、
「
他
人
の
秘
密
を
口
外
し
な
い
」
こ
と
、
な
ど
は
全
て
延
寿
院
医
則
に
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
玄
朔
が
キ
リ
ス
ト
教
の
医
の
倫
理

と
し
て
編
述
し
た
こ
と
は
、
実
は
遠
く
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
「
誓
」
そ
の
も
の
に
淵
源
を
発
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
医
の
倫
理
と
ギ
リ
シ
ャ
の
思
想
が
相
通
じ
て
い
た
こ
と
は
興
味
あ
る
こ
と
と
し
て
発
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
人
道
的
に
真

理
を
含
む
思
想
は
、
如
何
に
政
治
的
弾
圧
を
加
え
ら
れ
て
も
、
必
ず
何
ら
か
の
形
を
保
っ
て
生
き
残
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
話
し
た
か
っ
た
の

り
、
そ
の
宗
教
色
を
抜
い
て
作
ら
れ
た
Ｊ

に
そ
の
源
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

江
戸
時
代
の
初
頭
、
元
和
三
年
に
曲
直
瀬
玄
朔
が
編
述
し
た
「
延
寿
院
医
則
」
は
、
当
時
弾
圧
さ
れ
禁
止
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
に
ょ

、
そ
の
宗
教
色
を
抜
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
も
の
は
さ
ら
に
遠
く
古
代
地
中
海
文
化
と
し
て
の
所
謂
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
「
誓
」

む
す
ぴ
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『

AHistoricalConsiderationoftheMedicalEthicsin

KyotoattheTimesofTheEdo-era

TadashiMoriya,M.D.:Chairman,"apanSocietyofMedicalHistory

ItisconsideredthatthemedicalethicsinKyotointhetimesoftheEdo－eraorTokugawaSh6gunate

wasgreatlyinHuencedby"ThePreceptoftheSchool''or@(Thel7MedicalRegulationsofEnju-in''pre･

scribedbyManaseGensaku(1549-1631).Thesemedicalregulationsweretakenoverbyoneofhistalented

pupilsYamawakiGenshin(1953-1678),andnamed"TheMedicalRegulationsofY可u-in'',andwere

continuouslysucceededbythefamily.Itfbrmedthemedicalethicsofthewholecity.Theseregulations

werethenspreadalloverJapanbythedoctorswhostudiedinKyotoundertheirinHuence.

Thecontentsof"TheEnju-inMedicalRegulations"and"TheY可u-inMedicalRegulation3are

similar.OneofthecharacteristicsoftheseregulationsisthatonecanfindinthemmuchinHuenceof
Christianideas.

ManaselkkeiD6san(1507-94),stepiathertoManaseGensaku,becameaChristianinl584atthe

ageof78anditcanbeassumedthathisson-in-lawGensaku,whowasthen35yearsofagemusthave

beenmuchinfluencedbothbyhisChristianfatherandbythetrendofthetimes.Inthe$<RegulationS',

suchChristianideasas(Glove",$､prohibitionofabortion",!Cprohibitionofadministrationoftoxicsub-

（
。
国
）



stances'',<<loveofenemy'',(GpreceptsoftheSurmonontheMount'',"therightsofwomen"and{Gobser-

vanceofmonogamy",canclearlybetraced・ChristianinHuencemustalsohavebeenmadebyFather

CarloSPinolawhocametoKyotoinl605,workedtherefbr7yearsandafierwarddiedamartyrin

Nagasakiinthe8thyearofGenna(1622).

FatherSpinolaisalsoknownasascholar.HestudiedphilosophyattheUniversityofNaples,and

astronomyandmathematicsattheUniversityofRome.Itcanbesupposedthathegainedtheknowledge

of<CTheOathofHippocrateTinhisstudiesofphilosophy.Theprohibitionofabortionandthatofthe

useoftoxicsubstancesmentionedin(:TheEnju-inMedicalRegulationJarethoughttohavefbundtheir

originin#GTheOath".

IntheVaticanLibrary,anoldmanuscriptofthel2thCenturywritteninGreekiskept.Inmanu-

scriptthewordsarearranJdinashapeofacrossandthesentencesbeginwith:<E〃て”rarar"<I7r7ro-

""ro"6p"oLJ,侭α6'6"(Thisisexactlysameas"TheOathofHippocratel'.AcCordingtotheOathetc.).

(WhatshouldbenoticedinthemanuscriptisthatthenamesofGreekgodswhicharewritteninthe

original.Oath'aretakenofIBandtheitemoflithotomyisexcluded,andtheitemsoftheprohibitionof、
abortionandthatoftheadministrationoftoxicsubstancescomemuchaheadofotheritems,thuschang-

ingtheorderoftheoriginalarrangementoftheitems.)

ThemanuscriptnotonlyshowsusclearlyitscloserelationtoChristianitybutalsosuggeststhatthe

Ethicsof･<TheEniu-inMedicalRegulationJhasitsoriginsderivedfromancientGreece.Isitinterest

toobservellowthemedicalethicsinthetimesofTokugawaSh6gunateinJapanhaditsrootsdcep

intheoldMediterraneancivilization？
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